








































































































総得点 20.30（5.27） 32 ３
言語 13.45（3.42） 21 １






































言語 3.09（1.02） 7（ 9.1％） 13（16.9％） 25（32.5％） 30（39.0％） 2（2.6％）


















言語 3.23（1.04） 6（ 7.8％） 11（14.3％） 24（31.2％） 31（40.3％） 5（6.5％）
非言語 2.18（1.16） 29（37.7％） 19（24.7％） 17（22.1％） 10（13.0％） 2（2.6％）
（人）
─　 ─17
学習方略と SPI 得点との関連では，思考過程の重視得点が高いと，SPI 総得点，特に言
語分野の得点が高いことが示された。さらに方略的志向得点や意味理解志向得点が高い
と，言語分野で得点が高いことが明らかとなった。
















































自己効力感 3.84（0.63） 0（0.0％） 3（3.9％） 13（16.9％） 54（70.1％） 7（9.1％）
（人）
Table 7　 「学習動機尺度」「学習方略尺度」の各尺度とSPI 模擬試験の相関関係
総得点 言語 非言語
学習動機 関係志向 －.069 －.012 －.104
自尊志向 　.104 　.153 　.008
報酬志向 －.054 －.043 －.045
充実志向 　.131 　.213 －.013
訓練志向 －.054 　.087 －.190
実用志向 －.062 －.031 －.073
学習方略 失敗に対する柔軟性 　.041 －.003 　.075
思考過程の重視 　.240＊ 　.335＊＊ 　.039
方略的志向 　.192 　.231＊ 　.072






SPI に対する意識と，SPI 得点との関連を検討したところ（Table 10），言語分野にお
いては，得意意識や好き意識と得点の高さには比較的強い関連が見られたが，非言語分野





言語 非言語 言語 非言語
学習動機 関係志向 　.041 －.005 －.101 －.021
自尊志向 　.196 　.018 　.176 　.177
報酬志向 　.022 －.208 －.116 －.190
充実志向 　.149 　.126 　.266＊ 　.239＊
訓練志向 　.109 －.019 　.209 　.062
実用志向 －.052 　.079 　.080 　.120
学習方略 失敗に対する柔軟性 －.100 　.240＊ 　.123 　.154
思考過程の重視 　.236＊ 　.259＊ 　.373＊＊ 　.458＊＊＊
方略的志向 　.128 　.078 　.199 　.211
意味理解志向 　.188 　.124 　.151 　.180
＊p<.05，＊＊p<.01，＊＊＊p<.001
Table 9　 「学習動機尺度」「学習方略尺度」とSPI に対する動機づ
けと自己効力感の相関関係
動機づけ 自己効力感






































Table 10　SPI に対する意識とSPI 得点の相関関係
総得点 言語 非言語
言語分野が得意 　.452＊＊ 　.587＊＊ 　.123
非言語分野が得意 　.119 －.074 　.287＊
言語分野が好き 　.350＊＊ 　.437＊＊ 　.115
非言語分野が好き 　.192 　.135 　.179
SPI に対する動機づけ 　.128 　.273＊ －.084



















言語分野が得意 2.67（1.37） 3.25（0.97） 1.47
非言語分野が得意 1.25（0.62） 1.50（0.80） 0.76
言語分野が好き 2.92（1.24） 3.42（1.08） 1.73
非言語分野が好き 1.92（1.17） 2.00（1.04） 0.21
SPI に対する動機づけ 3.33（0.99） 3.33（1.23） 0.00





学習動機 関係志向 14.00（3.44） 16.83（5.61） 2.51＊
自尊志向 17.42（5.52） 20.33（4.83） 1.99†
報酬志向 17.42（4.85） 18.25（5.74） 0.44
充実志向 19.83（2.72） 21.50（2.32） 1.45
訓練志向 19.67（3.17） 21.83（2.59） 2.14†
実用志向 22.08（3.58） 22.33（3.68） 0.25
学習方略 失敗に対する柔軟性 18.58（3.29） 20.17（1.80） 1.91†
思考過程の重視 17.08（4.85） 18.25（3.22） 0.75
方略的志向 15.92（4.44） 18.64（3.53） 1.94






また，SPI 対策学習の前後で SPI に対する意識に有意な変化は見られなかった。しかし
有意ではないが，SPI に対してポジティブな方向に変化していることが明らかとなった。




























































































































































































































































































































































































































































































 1 みんながやるから，なんとなくあたりまえと思って 1─2─3─4─5
 2 成績がいいと，他の人よりすぐれているような気もちになれるから 1─2─3─4─5
 3 成績が良ければ，こづかいやほうびがもらえるから 1─2─3─4─5
 4 新しいことを知りたいという気持ちから 1─2─3─4─5
 5 勉強することは，頭の訓練になると思うから 1─2─3─4─5
 6 学んだことを，将来の仕事にいかしたいから 1─2─3─4─5
 7 友達といっしょに何かしていたいから 1─2─3─4─5
 8 成績が良ければ，仲間から尊敬されると思うから 1─2─3─4─5





















































































Ａ：問題１ ＋ 問題７ ＋ 問題13 ＋ 問題19 ＋ 問題25 ＋ 問題31 ＝ 関係志向得点
　　（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＝（　　　　）
Ｂ：問題２ ＋ 問題８ ＋ 問題14 ＋ 問題20 ＋ 問題26 ＋ 問題32 ＝ 自尊志向得点
　　（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＝（　　　　）
Ｃ：問題３ ＋ 問題９ ＋ 問題15 ＋ 問題21 ＋ 問題27 ＋ 問題33 ＝ 報酬志向得点
　　（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＝（　　　　）
Ｄ：問題４ ＋ 問題10 ＋ 問題16 ＋ 問題22 ＋ 問題28 ＋ 問題34 ＝ 充実志向得点
　　（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＝（　　　　）
Ｅ：問題５ ＋ 問題11 ＋ 問題17 ＋ 問題23 ＋ 問題29 ＋ 問題35 ＝ 訓練志向得点
　　（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＝（　　　　）
Ｆ：問題６ ＋ 問題12 ＋ 問題18 ＋ 問題24 ＋ 問題30 ＋ 問題36 ＝ 実用志向得点
　　（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）＝（　　　　）
・問題37～問題60は，学習方略を測定する尺度です。
Ｇ：問題37 ＋ 問題38 ＋ 問題39 － 問題40 － 問題41 － 問題42 ＋ 18 
　　＝ 失敗に対する柔軟性得点
　　（　　）＋（　　）＋（　　）－（　　）－（　　）－（　　） ＋ 18 ＝（　　　　）
Ｈ：問題43 ＋ 問題44 ＋ 問題45 － 問題46 － 問題47 － 問題48 ＋ 18 
　　＝ 思考過程の重視得点
　　（　　）＋（　　）＋（　　）－（　　）－（　　）－（　　） ＋ 18 ＝（　　　　）
Ｉ：問題49 ＋ 問題50 ＋ 問題51 － 問題52 － 問題53 － 問題54 ＋ 18 
　　＝ 方略的志向得点
　　（　　）＋（　　）＋（　　）－（　　）－（　　）－（　　） ＋ 18 ＝（　　　　）
Ｊ：問題55 ＋ 問題56 ＋ 問題57 － 問題58 － 問題59 － 問題60 ＋ 18 
　　＝ 意味理解志向得点





This study explores to investigate the situation of SPI training in the Department of 
Commerce at CUC through the questionnaire survey to both students and teachers, 
and to examine how to improve students’ social ability and positive capability. The 
results showed that most students had strong will and high self-eﬃ  cacy in solving SPI 
problems in spite of their sense of inferiority to a non-linguistic ﬁ eld. Teachers, however, 
were found to feel diﬃ  culties in training SPI because there were severe disparities of 
abilities among students as well as a feeling for more necessity for training SPI. There 
was considerable disagreement among teachers on training SPI in seminar classes. 
Finally, the authors made some proposals for a desirable method for training SPI in 
CUC.
